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による S02 と1,2ーエタンジチオールの共重合,秋山文紀,日本化学会第41春
季年会,昭和55年4打,東京
二酸化硫黄のチオール類による還元(2)還元生成物の確認とその反応,秋山
文紀,日本化学会第42秋季年会,昭荊巧5年9月,仙台.
非環状ジアステレオマーのエピ化反応(3)ビス(アルキルフェニルカルビニ
ル)スルフィドにおけるd1体の異常な安定性,長木秀嘉・松田実・秋山文
紀,日本化学会第43春季年会,昭和56年3月,東京
二酸化航黄のチオールによる還元(3)三フヅ化ホウソ素工ーテレート存在下
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昭和57年4月,東京Z>、ニエ式,
二酸化硫黄のチオールによる還元,秋山文紀・松田実,化学系学協会連合東
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アセトイソのイミンとヨウ化アルキルの反応によるべタインの生成,秋山文紀,
日本化学会第四春季年会,昭和59年4月,東京
Free Radical copolymerization of sulfur Dioxide and phenyl Acetylene., SJ
Kim . F. Akiyama . M. Matsuda,1984 1nternational chemical congress of
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Copolymerization of phenylacetylene with Elemental sulfur and sulfur Di・
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を利用する重合反応,秋山文紀,日本化学会第53秋季年会,昭和61年10月,名
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二 酸 化 炭 素 お よ び 二 酸 化 硫 黄 の べ ン ゾ イ ン カ ル バ ニ オ ン に よ る 還 元 反 応 , 還 元
反 応 生 成 物 か ら T C N Q へ の 酸 素 移 動 , 秋 山 文 紀 , 日 本 化 学 会 第 5 6 春 季 年 会 ,
昭 和 6 3 年 4 月 , 東 京 .
二 酸 化 炭 素 お よ び 二 酸 化 硫 黄 の べ ン ゾ イ ン カ ル バ ニ オ ソ に よ る 還 元 反 応 の 反 応
生 成 物 の 反 応 性 i  秋 山 文 紀 , 日 本 化 学 会 第 邪 秋 季 年 会 , 昭 和 6 3 年 9 月 , 仙 台
二 酸 化 炭 素 お よ び 二 酸 化 硫 黄 の べ ン ゾ イ ン カ ル バ ニ オ ン に よ る 還 元 反 応 , 秋 山
文 紀 , 第 3 8 回 有 機 反 応 討 論 会 , 昭 和 6 3 年 1 0 月 , 広 島
二 酸 化 炭 素 の べ ン ゾ イ ソ カ ル バ ニ オ ン に よ る 還 元 を 利 用 す る 炭 素 の 固 定 反 応 ,
秋 1 _ [ 1 文 紀 , 第 3 9 回 有 機 反 応 討 論 会 , 平 成 1 年 1 0 月 , 松 山
二 酸 化 炭 素 の 不 安 定 炭 素 酸 化 物 へ の 変 換 を 経 由 す る 炭 素 の 固 定 反 応 , 秋 Ⅱ _ 1 文 紀 ,
第 1 0 回 基 礎 有 機 化 学 連 合 討 論 会 , 乎 成 2 年 1 0 月 , 筑 波
二 酸 化 炭 素 の 不 安 定 炭 素 酸 化 物 へ の 変 換 を 経 由 す る 炭 素 の 固 定 反 応 , 二 酸 化 炭
素 の べ ン ゾ イ ン 存 在 下 の 電 解 還 元 , 秋 山 文 紀 , 第 4 1 回 有 機 反 応 化 学 討 論 会 , 平
成 3 年 9 月 , 札 幌
二 酸 化 炭 素 の べ ソ ゾ イ ン 存 在 下 の 電 解 還 元 に よ る 水 溶 性 不 飽 和 炭 化 水 素 へ の 変
換 , 秋 山 文 紀 , 日 本 化 学 会 第 6 2 秋 季 年 会 , 平 成 3 年 9 月 , 札 幌
F i x a t i o n  o f  c a r b o n  v i a  c o n v e r s i o n  o f  c a r b o n  D i o x i d e  t o  u n s t a b l e  c a T b o n
O x i d e s .  R e d u c t i o n  o f  c a r b o n  D i o x i d e  w i t h  E l e c t r o c h e m i c a Ⅱ y  G e n e r a t e d  B e n ・
Z o i n  C 雛 b a n i o n  t o  G i v e  l v a t e r  s o l u b l e  0 Ⅱ  H a v i n g  c a r b o n y l  G r o u p s  a n d  c = C
B o n d s ,  F .  A k i y a m a , 1 9 9 1  T h e  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  c h e m i c a l  F i x a t i o n
O f  c a r b o n  D i o x i d e , 平 成  3 年 1 2 月 , 名 古 屋
二 酸 化 炭 素 の 不 安 定 炭 素 酸 化 物 へ の 変 換 を 経 由 す る 炭 素 の 固 定 。 二 酸 化 炭 素 の
ベ ン ゾ イ ン 存 在 下 の 電 解 還 元 に お け る C 2 ラ ジ カ ル の 介 在 , 秋 山 文 紀 , 日 本 化
学 会 第 6 3 春 季 年 会 , 平 成 4 年 3 月 , 東 大 阪
二 酸 化 炭 素 の 不 安 定 炭 素 酸 化 物 へ の 変 換 を 経 由 す る 炭 素 の 固 定 。 ベ ン ゾ イ ソ を
用 い る 二 酸 化 炭 素 の 新 還 元 法 の 用 途 , 秋 山 文 紀 , 第 Ⅱ 回 基 礎 有 機 化 学 連 合 討 論
平 成 4 年 Ⅱ 月 , 大 阪
■ ユ 、
1 式 ,
二 酸 化 炭 素 の べ ン ゾ イ ン と 炭 酸 塩 あ る い は 重 炭 酸 塩 水 溶 液 を 用 い る 還 元 に よ る
炭 化 水 素 と ア セ ト ン へ の 変 換 , 秩 山 文 紀 , 日 本 化 学 会 第 価 春 季 年 会 , 平 成 5 年
3 月 , 東 京
二 酸 化 炭 素 の ア ル カ リ 金 属 炭 酸 塩 水 溶 液 と の 反 応 を 利 用 す る 炭 化 水 素 と ア セ ト
ン へ の 変 換 , 秋 山 文 紀 , 日 本 化 学 会 第 6 6 秋 季 年 会 , 平 成 5 年 9 月 , 西 宮
ア ル カ リ 金 属 炭 酸 塩 水 溶 液 の 反 応 性 を 利 用 す る 二 酸 化 炭 素 の 還 元 , 秋 山 文 紀 ,
1 9 9 3 年 炭 素 資 源 の 化 学 的 利 用 に 関 す る 研 究 発 表 会 , 平 成 5 年 1 2 月 , 東 京
2 0
2 1
2 2
2 3
2 4
2 5
2 6
2 7
2 8
2 9
3 1
3 0
32 アルカリ金属炭酸塩水溶液と鉄との反応による炭化水素の生成,秋山文紀,日
本化学会第67春季年会,平成6年3月,東京
炭素のマグネタイトおよびアルカリ金属塩水溶液との反応による炭化水素への
変換,秋山文紀,日本化学会第68秋季年会,平成6年10月,名古屋
酸化銅とアルカリ金属塩水溶液を用いる300て付近での炭化水素への変換,秋
山文紀,日本化学会第69春季年会,平成7年3月,京都
酸化銅とアルカリ金属塩水溶液を用いる炭素の芳香属炭化水素を含む炭化水素
への変換,秋山文紀,1995年度炭素資源の化学的利用に関する研究発表講演会,
平成7年12月,東京
アルカリ金属炭酸塩の酸化第一銅を用いる還元によるメタソを主成分とする炭
化水素への変換,秋山文紀,日本化学会第70春季年会,平成8年3月,東京
アルカリ金属炭酸塩の酸化第一銅あるいは炭素によるメタンあるいは一酸化炭
素への変換,秋山文紀, C02固定シンポジウム,平成8年12月,東京
二酸化炭索の石炭を用いる低温還元,秋山文紀,日本化学会第72春季年会,平
成9年3月,東京
石炭およびその他の炭種の酸化第二銅とアルカリ水溶液との反応によるべンゼ
ンとメタンへの変換,秋山文紀,日本化学会第73秋季年会,平成9年9月,盛岡
アルカリ金属炭酸塩の銅粉との水溶液中での反応による炭素と炭化水素への還
元,秋山文紀,日本化学会第74春季年会,平成10年3月,京都
炭酸カリウムの酸化第一銅による炭化水素への還元および石炭の酸化第一銅と
炭酸カリウム水溶液との反応生成物によるエタンおよびプロパンに富むガス状
生成物への変換,秋11,1文紀,日本化学会第76春季年会,平成Ⅱ年3月,横浜
廃プラスチックの分解・りサイクル. PVC とPETの酸化銅とアルカリ水溶
液によるべンゼンを主成分とするガス状生成物への変換,秋山文紀,日本化学
会第78春季年会,平成12年3月,船橋
Degaradation and recycle of poly(vinyl chloride) and its decomposition
Products using copper(Ⅱ) oxide and aqueous potassium carbonate solution,
20oo lnternational chemical congress of pacific Basin societies, F. Akiyama,
平成12年12月, Honolulu
PCBモデル化合物4ークロロビフェニルの酸化銅と炭酸カリウム水溶液によ
る分解・りサイクリング,秋山文紀,日本化学会第79春季年会,平成13年3月,
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ポ リ 塩 化 ビ ニ ル の ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル と の 共 分 解 に よ る べ ソ ゼ ン 含 呈 の 少
な い 燃 料 へ の 変 換 , 秋 山 文 紀 , 日 本 化 学 会 第 8 0 秋 季 年 会 , 平 成 1 3 年 9 月 , 千 葉
ポ リ 塩 化 ビ ニ ル の 超 臨 界 水 中 で の 炭 酸 カ リ ウ ム を 用 い る 分 解 に よ る 炭 化 水 素 へ
の 変 換 の 収 率 の 向 上 , 秋 1 1 _ 1 文 紀 , 日 本 化 学 会 第 8 1 春 季 年 会 , 平 成 1 4 年 3 月 , 東 京
P C B  と P V C の 超 臨 界 水 中 に お け る 炭 酸 カ リ ウ ム に よ る 分 解 ・ り サ イ ク リ ソ
グ , 秋 山 文 紀 , 日 本 化 学 会 第 8 2 秋 季 年 会 , 平 成 1 4 年 3 月 , 大 阪
ポ リ 塩 化 ビ ニ ル の 超 臨 界 水 中 に お け る 炭 酷 カ リ ウ ム に よ る 分 解 と 生 成 炭 化 水 素
採 取 の 繰 り 返 し に よ る り サ イ ク リ ソ グ , 秋 山 文 紀 , 日 本 化 学 会 第 8 3 春 季 午 会 ,
平 成 1 5 年 3 月 , 東 京
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